
第２回事業者部門会議の報告 

１．テーマ  関西電力(株)とＢＥＭＳアグリゲータとの協業による電力ピーク対策 

２．目的 

・東日本大震災以降、供給力不足に対応するため、需要側の節電、電力ピークカット等

を促す仕組みが数多く用意され、その中で、電力会社からの要請に応じて、利用者が

電力の使用量を削減する「デマンドレスポンス」の取組みも新たに用意された。 

・デマンドレスポンスの取組みは始まったところであるが、今後、電力システム改革が

進めば、電力料金の低減、エネルギー効率の向上、更には電力の安定供給に寄与する

重要な機能となりえる。 

・需給ひっ迫時に、関西電力がＢＥＭＳアグリゲータとの協業で実施した電力ピーク対

策について、関係者が集まり議論することで、今後の取組みの進展に向けたきっかけ

とする。 

３．会議の開催 

（１）日時：平成25年 11月 14日（木) 午後３時～午後５時 

（２）場所：大阪府咲洲庁舎38階会議室 

（３）出席者： 

・関西電力(株) 

・ＢＥＭＳアグリゲータ 

イオンディライト㈱、㈱ヴェリア・ラボラトリーズ、㈱エナリス、ＮＫワーク

ス㈱、㈱ＮＴＴファシリティーズ、㈱エービル、㈱環境経営戦略総研、 関西

電気保安協会、㈱関電エネルギーソリューション、㈱グローバルエンジニアリ

ング、㈱洸陽電機、住友電気工業㈱、ダイキン工業㈱、パナソニックESエンジ

ニアリング㈱、パナソニック㈱エコソリューションズ社、㈱日立ビルシステム、

㈱日立製作所、福島工業㈱ 

・ファシリテーター 株式会社カーボンオフ 竹若富三郎氏 

（４）概要 

・関西電力㈱からＢＥＭＳアグリゲータとの協業による電力負荷調整の取組み（資料

２－１－１）について、㈱環境経営戦略総研と㈱エナリスからデマンドレスポンス

事例（資料２－１－２、資料２－１－３）について説明があり、意見交換を行った。 

  ・その他、ＢＥＭＳアグリゲータへのアンケート調査結果や、今冬の電力需給状況等

について情報共有を行った。 

資料２－１ 



（５）意見交換の主な内容 

・この取組みによる効果はまだまだ少ないと思うが、課題は何と考えているか。 

⇒（関西電力）ＢＥＭＳを導入しているお客さまは、普段から省エネに取り組まれてお

り、負荷調整の要請時には、お客さまから「負担のかかる取組みとなる場合もある」

といった意見もあることから、負荷調整を実施することによるお客さまの活動影響

等も考慮しながら、取組内容について引き続き検討していきたい。 

・事業者が取り組もうとするインセンティブをもう少し増やす必要があるのではないか。 

⇒（関西電力）インセンティブについては、経済的に見合っているかも考慮する必要が

あるため、随時調整契約や取引市場における調達費用等も踏まえながら、引き続き

検討していきたい。 

・現在試行的に実施されているデマンドレスポンスが夏と冬には必ず実施されるという形

にして欲しい。ＢＥＭＳ導入の提案時に、デマンドレスポンスによるコスト削減効果も

含めることができると、投資回収年数も短くなり、販売促進につながる。 

⇒（関西電力）まずはしっかりと知見を集めたい。デマンドレスポンスによるネガワッ

トまたは供給力の確保、いずれにしても、それらの費用は電気料金にも影響するこ

とから、持続可能な費用水準でスキームを構築できるかという視点も考慮しながら、

引き続き検討していきたい。 



資料２－１－１
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関西電力DR対応の紹介

2013年 11月

本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での当社判断であり、その情報の正確性を保証するものではありません。
様々な要因の変化により実際の業績や結果とは大きく異なる可能性があることをご承知おきください。

資料２－１－３
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会社概要

【会社名】 株式会社エナリス / ENERES Co.,Ltd.
【創業/設立/決算期】 2004年12月24日 / 2008年4月23日（旧株式会社エナリスHD）/12月決算
【資本金】 781,504,000円
【従業員数】 90名（2013年7月31日現在/派遣社員等を除く）
【事業内容】 エネルギー流通情報、エネルギートレーディングサービスの提供

エネルギー金融商品の開発
電力の調達代行・販売、需給管理業務代行

エネルギー管理システム構築・貸与・サービス提供等

【役員構成】 代表取締役社長 池田 元英

取締役会長 久保 好孝

専務取締役 長沼 隆治

常務取締役 右田 宏

常務取締役 渡部 健

取締役 高橋 直弘

取締役 藤田 昌香

【本社所在地】 東京都足立区千住1-4-1 東京芸術センター
【関西支店】 大阪市中央区道修町3-3-11 旭光ビル8F 2013年4月開設
【登録･許可】 特定建設業許可東京都知事許可（特-24）第137877号

電気工事業者登録 東京都知事届出 第248913号
予報業務許可 第178号
BEMSアグリゲータB001号 MEMSアグリゲータM009号
ISO認証 No.10294 ISO9001 / ISO27001

社外取締役 村上 憲郎

常勤監査役 川崎 勝久

社外監査役 天城 武治（公認会計士）

社外監査役 大村 健 （弁護士）
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■当社の特徴

当社グループの特徴

1) エナリスの設立主要メンバーは、電力・エネルギーの専門家

新電力（PPS）や発電事業を立上げ・会社設立をしてきた電力の専門家が集まって設立した会社です

2) 多種多様な人材で構成された、専門家集団

金融機関出身者、商社出身者、大学研究者、ベンチャー経営者、公認会計士、大手メーカーの開発責任者、REIT出身
者、戦略コンサルタント、気象予報士等の社員それぞれが特徴を融合させて新しいサービスに取り組んでおり、多種多様
な考え方・人種・文化を包含できる形で事業を推進しています

3) 需給管理による電力事業から派生して、電力関連事業を展開

需給管理 ＝ スケジュールコーディネート、と再定義
需給管理の請負実績 実稼働新電力約30社中延べ17社（2013年8月29日時点）
需要家PPS（新電力） 自ら電力調達を行うスキームの推進
調達・運用改善 需要家の側に立った、効率的な電力の利用方法の指南
リスクマネジメント 細切れの電源を仕入れ・整形して、電力会社・市場へ売電する電力卸売り

（※1）新電力（PPS：Power Producer & Supplier 特定規模電気事業者）：
一般電気事業者（電力会社）以外で、50kW以上の高圧電力を必要とする大口需要家に対して電気の小売り供給を行う事業者

■当社の強み
① 新電力（PPS、電力の新規参入者 ※1）の需給管理を通じて、電力業界の規制・制度等に精通している
点です

② 一件単位の精緻な需要予測や太陽光の発電予測など電力需給をバランスさせるために必要な数多くのノウ
ハウを蓄積している点です

③ これらの知見やノウハウをベースに、電力需要家が負担する電力コストを可能な限り引き下げるという
視点を徹底的に貫くことによって、多様なサービスやソリューションを開発している点です
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事業内容
当社グループの全体像

需給管理技術を起点に、需要家サイドのエネルギーマネジメント、発電サイドのパワー
マーケティングを展開しております。

パワーマーケティング事業 エネルギーマネジメント事業

電源開発 電力卸売り
新電力向け
業務代行

エネルギー
マネジメント

新電力の
需給管理

主要実績
・パナソニック
・オリックス
・出光興産
・日産自動車
・荏原製作所
・島忠 等（卒業/休止含む）

B2B向け
エネルギーマネジメント
・FALCON SYSTEM販売
・電力代理購入(単価削減)
・運用改善コンサル
・デマンドレスポンス

B2C向け
エネルギーマネジメント
・HEMS/MEMS販売
・ESQORT
・蓄電池販売

発電所の建設・販売
・バイオディーゼル発電所
・太陽光発電所
・バイオマス/ガス発電所
・ファンド等による投資

電力会社・市場
仲介・トレーディング
・太陽光の高値買取⇒売電
・一括購入⇒小分け売電
・細切れ購入⇒纏めて売電

節電電力の売買
・ネガワット取引

•発電所の電源開発/設備販売
•神奈川県県有施設の屋根貸し
太陽光の建設

•金融的管理手法を駆使した
リスクマネジメント事業
•卸仲介取引、卸電力売買

•実稼働新電力
約30社中、延べ17社
（2013年8月29日時点）

• BEMS導入申請第一位(1,661件) (2013年8月23日時点)

•電力代理購入（関東、関西地域）
•運用改善コンサル 延べ810件(2013年8月29日時点)

•デマンドレスポンス(東京/関西/九州/北海道/四国電力)

当社グループの事業 【 エネルギー流通情報事業 】

エネルギー
マネジメント

電力
卸売り

電源開発
新電力向け
業務代行

BEMS: Building Energy Management Systemの略。ビル等のエネルギーを管理するシステム。FALCON SYSTEMは、当社BEMSの商品名です。
HEMS: Home Energy Management Systemの略。一般家庭のエネルギーを管理するシステム
MEMS: Mansion Energy Management Systemの略。マンションのエネルギーを管理するシステム

創業事業
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実稼働している新電力（PPS）約30社中延べ17社の管理実績があります（2013年8月29日時点）。

事業内容 エネルギーマネジメント事業
新電力向け業務代行

STEP1：需要予測 STEP2：ポジション作成 STEP3：需給監視

1 2 2

11 12 14
17
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2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

請負実績 延べ社数推移30分3%同時同量ルール
発電 需要

kW

12:000:00

kW

24:0012:000:0024:00

電力は蓄積できません。
そのため、電力会社の送電線
を借りるにあたり、
30分48コマ単位で、発電量と
需要量を、誤差が契約電力の
3%以内に抑える必要があります
当社の需要予測技術が重要

新電力向け
業務代行

30分単位
誤差3%以内

誤差
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当社グルー

プ 1,661台
（26%）

A社
1,097台
（17%）

B社
1,056台
（17%）

C社
403台
（6%）

その他

2,121台
（34%）

事業内容 エネルギーマネジメント事業
FALCON SYSTEM

電力の可視化/機器の制御が可能なFALCON SYSTEMを展開しています。
経産省が推進するBEMS導入補助事業では申請第一位(1,661件)です 。

気象予報士による
高精度需要予測で、需要家の
事前対策が可能となります
※当社は気象予報業務の許可会社です

エネルギー
マネジメント

経済産業省の補助金あり
BEMSアグリゲータ事業 補助申請状況

（2013年8月23日時点）

当社
グループ

補助率：設備1/2、工事1/3
出所：一般社団法人環境共創イニシアチブ 公表資料

30分毎に警報・制御
設定を行い、
細やかな節電が可能

契約電力を超えることがないように、事前に警報や
機器制御を実施して、電力料金の削減を実現する

BEMS購入・施工費
（イニシャル）

電力可視化・機器制御

BEMS: Building Energy Management Systemの略。ビル等のエネルギーを管理するシステム。FALCON SYSTEMは、当社BEMSの商品名です。

当社グループ

空調

照明

■システム構成

■画面イメージ
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ＦＡＬＣＯＮの特徴① エネルギー
マネジメント

需給管理技術の経験と実績を活用した予測技術で見える化を実現

結果から予測へ ⇒ 受動的から能動的にエネルギー管理を変革

ﾘｱﾙﾀｲﾑで電力量が見える

場所を問わずパワーモニターでリア
ルタイムに使用電力量が見える。グ
ループ全体、グループ単位、複数拠
点の使用電力量管理が可能に。

電力量予測→前日連絡

翌日に使用する電力量を予測。
この予測をもとに翌日に節電目標を
超えそうな場合は、前日にメールで
お知らせ。

監視・警報でお客様サポート

独自の監視体制でお客様を徹底サ
ポート。電力量が目標を超えそうな
場合、警報発令

予測・計画

天候ﾃﾞｰﾀ 操業
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

電力
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾃﾞｰﾀ 警報ﾒｰﾙ

(ﾊﾟｿｺﾝ・携帯電話等)

ニーズに応える機器制御

機器の自動制御が可能に。例えば電
力使用のピークタイム時にエアコン
の出力を自動制御。お客様の手をわ
ずらわせません。（※ｵﾌﾟｼｮﾝ）

見える化 機器制御監視・警報

空調機
ON/OFF設定
出力調整

照明
ON/OFF設定

冷蔵庫
0N/OFF設定
出力調整

・天候ﾃﾞｰﾀ操業ｽｹｼﾞｭｰﾙを集計し予測
・店舗単位で需要予測、使用計画を算出
・1分単位に計測

・当社が電力使用状況を遠隔監視
・使用電力量ﾋﾟｰｸ時、契約電力を上回ること
が予想されると警報ﾒｰﾙ・警報電話で警報送
信。

・使用電力量見える化により、節電状況が一
目瞭然使用電力量ﾋﾟｰｸﾀｲﾑ時は5分単位にﾊﾟﾜｰ
ﾓﾆﾀｰ更新。ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ天気予報配信

・使用電力量ﾋﾟｰｸ時、自動機器制御が可能
たとえば空調機の出力ﾀﾞｳﾝ、ON/OFF等
（※ｵﾌﾟｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ）

警報電話
(固定電話・携帯電話等)

ｻｰﾊﾞ

計測端末

制御端末

ﾊﾟﾜｰﾓﾆﾀｰ

使用実績ﾃﾞｰﾀの
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞも可能
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ＦＡＬＣＯＮの特徴② エネルギー
マネジメント

グループ全体の使用電力量管理ができます。

本部にて、各店舗の使用電力量が確認できます。

本部および各事業所のパワーモニター
本部だけで見れるパワーモニター

ｘｘｘｘ事業所

A

B

C F

E

D

A

B

C

D

E

F

E

D

C

B

A

合計
ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ

F

F
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ＦＡＬＣＯＮの特徴③ エネルギー
マネジメント

ログインすると、

下記 ホーム画面が表示され、選択後、それぞれのメニューに移動できます。

エナリスからのお知

らせが通知されます。

直近 1週間のものは

New表示をします。
各アイコンを選択すると、それぞ

れのメニューに遷移します。
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ＦＡＬＣＯＮの特徴④ エネルギー
マネジメント

３０分又は６０分単位での電力使用量をリアルタイムで監視します。

パワーモニター３０分単位 パワーモニター６０分

アイコンをクリック



11

ＦＡＬＣＯＮの特徴⑤ エネルギー
マネジメント

予測、計画、実績値が一目で確認可能。削減、警報目標も簡単に設定可能。

② ③
①

折れ線グラフ
予測値

棒グラフ：橙
計画値

棒グラフ：青
実績値

白線
削減目標ライン点線：黄

第１警報ライン

点線：赤
第２警報ライン

①登録されている需要家のグループ名と日時が表示。グループ無い場合は需要家名が表示されます。
②「計画値」「実績値」「目標対比量」を数値として表示します。
③「計画値」「実績値」「予測値」「削減目標ライン」「警報ライン」をグラフで表示します。
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ＦＡＬＣＯＮの特徴⑥ エネルギー
マネジメント

前日に表示される予測値で、事前に削減、シフト策を立てることが可能

予測値

・削減目標ライン ：使用電力の最大値をどこまで下げるかという削減目標の値。
・予測値 ：店舗周辺の天候、従来使用計画等を基に使用量予測を折れ線グラフ表示。
・計画値 ：予測値と計画値は同じ。但し計画値上限は削減目標値。計画値は棒グラフ表示。

計画値

削減目標ライン
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関西電力のデマンド・レスポンス（DR）
における負荷調整契約のご提案

エネルギー
マネジメント

対象期間 ： 平成25年7月1日～平成25年9月30日
対象時間 ： ①9時～13時、②13時～16時、③16時～20時

の時間帯から選択（但し、13時～16時は必須）

高圧受電の契約電力1,000kW未満のお客様が対象になり
ます。

電力需要抑制にご協力いただくことで、報酬を受け取ること
ができます。

抑制方法は、目標値を超えないように電気の需要を抑制して
いただきます。

抑制目標に到達しなかった場合でも、ペナルティーは発生し
ません。

■【基本スキーム】

Step 1： 需要抑制契約の申し込み
必要書類に記入の上、平成25年6月27日までに負荷調整契約を
エナリスに提出していただきます。

Step 2： 節電量の設定
各曜日の対象時間ごとに、電力抑制量をエナリスと相談の上、設
定していただきます。

Step 3： 節電の依頼と応答
エナリスより、抑制対象日の前日の16時を目処にファルコン端末
を通じて需要抑制の依頼をさせていただきますので、応答をして
いただきます。

Step 4： 需要抑制の実行
ファルコン端末の監視画面で30分毎の目標値が設定されますの
で、目標値を超えないように、電力需要を抑制していただきます。

Step 5： 報酬の受取り
お客様の抑制実績を計量し、それを基に算出した報酬額をお支払
いたします。

調整依頼 調整依頼

■【スケジュール】

Step1 Step2 Step3 Step4 Step5

7月1日 7月1日～9月30日

負荷調整契約

関西電力 エナリス お客様

■【サービスの流れ】

■【サービス契約の特徴】

■【対象期間】
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関西電力のデマンド・レスポンス（DR）
における負荷調整契約のご提案

エネルギー
マネジメント

■【ベースラインの算出方法】

仮ベースラインは、直近の平日5日間のうち13時～16時の間
の電力使用量が大きい4日間のデマンド値の平均値とします。
（注：8月13日～15日、非稼働日、負荷調整日は除きます。）

①負荷調整日の当日の9時～11時のデマンド値の平均値と、
②仮ベースラインの9時～11時のデマンド値の平均値との差
を補正デマンド値とします。（①－②）

抑制実績

12 16

■【報酬と精算】

目標値

基準値

ある時間帯について、あらかじめ決められた抑制量の150％まで
が抑制量として認められ、一方で、抑制実績が50％を下回った
場合は、その時間帯は抑制量がゼロになり、無効となります。

13 14 15

■【抑制実績】

30分値の大きい方（■）を2倍した値を実績デマンド値と
し、
基準値と実績デマンド値の差を抑制実績値とします。

報酬 ： ○○円／kW×時間 （税抜）

100％

達成度

0％

報酬 調整量×単価

150％

円上限150%の
調整量×単価

需要抑制量が
ゼロとなります

50％

70

80

90

100

110

120

130

140

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00

新ベースライン

仮ベースライン

負荷調整日における気温変動、
稼働状況等を考慮して反映

ベースラインの調整方法
＝ 仮ベースライン ± 負荷調整日の補正デマンド値

仮ベースライン
からの修正幅

＜負荷調整日9時～11時の実績によりベースラインを修正＞
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関西電力のデマンド・レスポンス（DR）
の取組みの結果

エネルギー
マネジメント

①梅雨明けが例年より早く、7月24日に1度発動された。
②連日の猛暑日により、昨年度より実施回数が飛躍的に増加した。
③8月20 24日は関西電力エリアにおける需給逼迫により4日連続で発動された。合計1,023kw

■本年度の関西電力DRにおけるベースラインの考え方
ベースライン算定対象期間（直近平日5日間のうち電力使用量の多い4日間のデマンド値）に、
当日朝9時 11時の電力使用実績による補正を行うものでしたが、総じてベースラインを2 5％
下方修正させる結果となりました。

企業名 店舗名
契約調整
電力

2013/7/24 2013/8/7 2013/8/20 2013/8/21 2013/8/22 2013/8/23

実績計 達成率 実績計 達成率 実績計 達成率 実績計 達成率 実績計 達成率 実績計 達成率

上新電機株式 社 加古川店 63 5 8% -14 -22% 対象外

上新電機株式 社 千里丘店 84 0 0% 4 5% 110 131% 13 15% -26 -31% 48 57%

上新電機株式 社 守山店 60 -84 -140% -16 -27% -8 -13% -64 -107% 32 53% 55 92%

上新電機株式 社 水口店 57 7 12% -11 -19% -16 -28% 0 0% 28 49% 53 93%

上新電機株式 社 九条烏丸店 93 -6 -6% -5 -5% -16 -17% -39 -42% 3 3% 58 62%

上新電機株式 社 上牧店 63 -63 -100% -47 -75% 40 63% 104 165% -11 -17% 108 171%

上新電機株式 社 東香里店 60 -43 -72% 82 137% 7 12% 81 135% 24 40% 16 27%

上新電機株式 社 羽曳が丘店 45 -8 -18% 1 2% 18 40% 33 73% 34 76% -10 -22%

上新電機株式 社 美原店 84 -150 -179% 42 50% 26 31% 37 44% 48 57% 83 99%

野村ファシリティーズ株式会社 野村證券株式会社 大津支店 9 17 189% -38 -422% 14 156% 9 100% 3 33% 53 589%

野村ファシリティーズ株式会社 野村證券株式会社 京都支店 45 27 60% 8 18% 45 100% -81 -180% -111 -247% 33 73%

野村ファシリティーズ株式会社 野村證券株式 社 豊中支店 18 53 294% -6 -33% -112 -622% -72 -400% 0 0% 56 311%

野村ファシリティーズ株式会社 野村證券株式 社 西宮支店 15 -14 -93% 13 87% 11 73% -13 -87% 8 53% -10 -67%

エコエナジー株式会社 バイパス加古川東店 12 -6 -50% 3 25% 1 8% -1 -8% -2 -17% 5 42%

株式会社ポプラ りんくう往来北店 15 -8 -53% -8 -53% 0 0% 4 27% -1 -7% 6 40%

株式会社ニューミュンヘン 株式会社ニューミュンヘン 66 14 21% 41 62% -23 -35% 39 59% 14 21% 69 105%

株式会社ECC ECC予備校天王寺校 45 -17 -38% 1 2% -21 -47% -77 -171% -14 -31% 65 144%

株式会社島忠 ホームズ鶴見店 189 25 13% 40 21% 6 3% 51 27% 125 66% 7 4%
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エネルギー
マネジメント

8月7日、上新電機東香里店でのデマンドレスポンス対応内容

■各空調機の選定温度状況と変更内容
店舗内 風除室 2F・EV室

①12：30 25℃ 24℃ 停止
②12：35～13：00 23℃ 24℃ 〃
・開始前に店舗内を冷却するために設定を2℃(25⇒23℃)下げた。
③13：00～13：30 26℃ 27℃ 〃
・設定を当初より1℃(25⇒26℃)上げて開始
④13：30～14：00 〃 〃 〃
・同じ状況で運転。
⑤14：00～14：30 26℃(1,2,3 27℃) 28℃ 〃
・デマンドが下がらないので、温度状況確認しながら1,2,3号機のみ27℃設定。
⑥14：30～15：00 26℃(1,5停止) 〃 〃
・デマンドが下がらないので、温度状況確認しながら1,5号機のみ停止。
⑦15：00～15：30 26℃(1,5,17停止) 停止 〃
・デマンドが下がらないので、温度状況確認しながら1,5,7号機のみ停止。
・風除室は扉の開閉によってほぼ外気温でしたので停止。
⑧15：30～16：00 全て27℃ 停止 〃
・デマンド値が下がらないので、全て設定を27℃に変更。

■換気設備に関しては、給排気ファンとも当初より停止状態であった。

関西電力のデマンド・レスポンス（DR）
の取組みの結果
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関西電力のデマンド・レスポンス（DR）
の取組みの結果

エネルギー
マネジメント

8月7日、上新電機東香里店でのデマンドレスポンス対応内容
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関西電力のデマンド・レスポンス（DR）
の取組みの結果

エネルギー
マネジメント

8月7日、東香里店でのデマンドレスポンス対応内容

■考察
・プリクール・事前の冷房温度低下に関しては、この時点で逆にデマンドが上がりすぎる
可能性が大なので十分注意が必要。
また効果は限定的なので、事前に長時間準備しない限り、実施は避けるほうがベター。

・店舗内の温度バランスとお客様の混雑状況で、室内機の温度設定及び運転停止の判断が
必要である。今回効果が大きかったのは、設定温度の変更(アップ)と、発熱が少ない
エリアの室内機停止であった。

・換気設備の停止は効果が高いが既に実施されていた。
・風除室の冷房に関しては、お客様の出入りでほとんど効果がなかった。(風向き下向きに)

・デマンドレスポンス対応終了後、設定温度を徐々に下げないと、デマンドが急上昇する
リスクがあるので要注意。30分単位で1/2エリア毎ぐらいで元の設定に戻す。

■事前にお願いしていた項目
明日のデマンドコントロール(13：00～16：00)に関して、以下の内容を対応。
①12：00～13：00の間、冷房設定温度を2℃下げていただく。(例：27℃⇒25℃)
②13：00～16：00の間、冷房設定温度を1℃上げていただく。(例：27℃⇒28℃)
③ 〃 全体の換気設備を停止していただく。
④熱負荷の少ないエリア(キッズコーナー等の電気製品展示がない)の冷房機器を停止していただ
く。
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関西電力のデマンド・レスポンス（DR）
の取組みの結果

エネルギー
マネジメント

8月20～23日、上新電機全店舗へのデマンドレスポンス対応要請内容

■お願い内容

店舗内の空調に関して、以下の対応をお願いいたしたく。時間：13：00～16：00
①冷房設定温度を、2℃上げていただく。(例：25℃⇒27℃)
・元に戻す場合は、1時間に1℃ずつ下げてください。

②熱負荷の少ないエリア(キッズコーナー等の製品展示が少ない)の空調機器を停止していただく。

③店舗内の換気設備(給気、排気ファン)を、全て停止していただく。
・トイレの排気ファンはそのまま運転。

④風除室(入口が完全に分離されている場所)の空調機器を停止していただく。

※店舗内照明、コンセント電源に関しては制限は原則かけない。
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関西電力のデマンド・レスポンス（DR）
の取組みの結果
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8月20～23日、上新電機東香里店でのデマンドレスポンス対応内容


